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（１）審議概観

第204回国会において本委員会に付託さ

れた法律案は、内閣提出５件であり、い

ずれも可決した。

また、本委員会付託の請願15種類184件

は、いずれも保留とした。

〔法律案の審査〕

令和元年度歳入歳出の決算上の剰余金

の処理の特例に関する法律案は、令和二

年度第３次補正予算の編成に当たり、令

和元年度の一般会計歳入歳出の決算上の

剰余金の処理について、特例措置を定め

ようとするものである。

委員会においては、決算上の剰余金を

補正予算の財源として活用する意義、新

型コロナウイルス感染症拡大を踏まえた

補正予算の在り方等について質疑が行わ

れ、多数をもって原案どおり可決された。

所得税法等の一部を改正する法律案は、

ポストコロナに向けた経済構造の転換及

び好循環の実現、家計の暮らしと民需の

下支え等の観点から、国税に関し、所要

の改正を一体として行おうとするもので

ある。

財政運営に必要な財源の確保を図るた

めの公債の発行の特例に関する法律の一

部を改正する法律案は、令和３年度から

令和７年度までの間の各年度における公

債発行の特例措置を定めようとするもの

である。

委員会においては、両法律案を一括し

て議題とし、菅内閣総理大臣に対する質

疑を行うとともに、格差是正に向け、税

の再分配機能を強化する必要性、租税特

別措置の政策効果の検証の在り方、特例

公債を発行できる期間を５年間とした理

由、財政健全化目標の達成に向けた道筋

等について質疑が行われ、両法律案はい

ずれも多数をもって原案どおり可決され

た。なお、両法律案に対し、それぞれ附

帯決議が付された。

関税定率法等の一部を改正する法律案

は、最近における内外の経済情勢等に対

応するため、関税率等について所要の改

正を行おうとするものである。

委員会においては、税関における水際

取締り強化の方策、関税等の納付手段の

多様化等について質疑が行われ、全会一



致をもって原案どおり可決された。なお、

附帯決議が付された。

新型コロナウイルス感染症等の影響に

よる社会経済情勢の変化に対応して金融

の機能の強化及び安定の確保を図るため

の銀行法等の一部を改正する法律案は、

新型コロナウイルス感染症等の影響によ

る社会経済情勢の変化に対応して金融の

機能の強化及び安定の確保を図るため、

銀行等の業務範囲の見直し、預金保険機

構が資金を交付する制度の創設等の措置

を講じようとするものである。

委員会においては、銀行等の業務範囲

の見直しによる効果、資金交付制度の概

要と意義等について質疑が行われ、多数

をもって原案どおり可決された。なお、

附帯決議が付された。

〔国政調査等〕

３月９日、財政政策等の基本施策及び

金融行政に関する件について麻生国務大

臣から所信を聴取した。

３月16日、前記所信聴取に対し、新型

コロナウイルス感染症により疲弊する地

方自治体への支援の必要性、新型コロナ

ウイルス感染症に係る経済対策及び補正

予算の効果に対する評価、令和３年度予

算編成において小学校の全学年を対象と

した35人学級の導入を財務大臣が受け入

れるに至った経緯、緊急事態宣言下にお

ける最近の景気動向と迅速な予算執行に

向けた財務大臣の決意、東日本大震災か

らの復興の財源を増税で賄った意義、米

ドル換算での我が国名目ＧＤＰが30年間

低迷している状況に対する財務大臣の見

解、新型コロナ対策資本性劣後ローンの

利用状況、東日本大震災発生後にとられ

た金融政策に対する日銀総裁の所見等に

ついて質疑を行った。

３月22日、予算委員会から委嘱された

内閣府所管（金融庁）、財務省所管、株式

会社日本政策金融公庫及び株式会社国際

協力銀行の予算の審査を行い、同人誌等

即売会等の集客型イベント中止時におけ

る個人事業主等への支援の在り方、日銀

の金融政策決定会合における「より効果

的で持続的な金融緩和を実施していくた

めの点検」の結果に関する財務大臣の所

見、自動車安全特別会計の積立金の将来

見通し、中央銀行デジタル通貨の開発に

ついて日銀が米国との連携を強化する必

要性、名目ＧＤＰ成長率についての政府

経済見通しとＩＭＦ世界経済見通しとの

間のかい離や政府経済見通しと実績との

間の大きなかい離が見られる要因、損害

保険代理店に対する大手損害保険会社の

優越的地位の濫用ともいうべき事案に係

る金融庁の対応策、日銀の政府預金の残

高が増大している理由及び今後の見通し

等について質疑を行った。

４月13日、金融機能の再生のための緊

急措置に関する法律第５条の規定に基づ

く破綻金融機関の処理のために講じた措

置の内容等に関する報告（令和元年８月

８日及び令和元年12月10日提出）につい

て、麻生内閣府特命担当大臣から説明を

聴取した後、建設現場における「快適ト

イレ」の導入に向けた政府の取組状況、

小規模事業者の経営実態を踏まえた今後

の資金繰り・事業継続支援策の在り方、

預金保険機構の金融機能強化勘定におい

て利益剰余金が減少した要因、２％の物

価安定目標が達成されていない理由、地

域金融機関のデジタルサービス拡充と業

務委託先の信頼性確保の必要性、日銀の

経済・物価の見通しが公表資料によって

異なっている可能性、損害保険代理店に

対する大手損害保険会社の優越的地位の



濫用ともいうべき事案に係る金融庁の対

応状況、「より効果的で持続的な金融緩和

を実施していくための点検」における金

利変動幅拡大の決定と最近の日銀総裁の

国会答弁との整合性等について質疑を

行った。

５月13日、日本銀行法第54条第１項の

規定に基づく通貨及び金融の調節に関す

る報告書（令和２年６月23日及び令和２

年12月11日提出）について、黒田日本銀

行総裁から説明を聴取した後、新型コロ

ナウイルス感染症対策として接触感染に

対する注意喚起を強化する必要性、物価

安定目標の達成が任期中には困難である

ことに関する日銀総裁の所感、新型コロ

ナウイルス感染症の影響の長期化に伴う

企業への支援拡充に対する財務省及び日

銀の見解、日銀が掲げる物価安定目標が

達成された際の金利水準に係る日銀総裁

及び財務省の見解、銀行法改正により銀

行の業務範囲規制等が見直された場合の

日銀考査への影響と考査体制を整備する

必要性、２％の物価安定目標を達成でき

ない理由及び達成に向けた新手法の有無、

日銀がＥＴＦ買入れへの対応の見直しを

行って以降の買入れ実施の際の判断基準、

米国におけるインフレ懸念に対する日銀

総裁の所見等について質疑を行った。

（２）委員会経過

○令和３年１月28日(木)（第１回）

財政及び金融等に関する調査を行うことを決

定した。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

令和元年度歳入歳出の決算上の剰余金の処理

の特例に関する法律案（閣法第３号）（衆議

院送付）について麻生財務大臣から趣旨説明

を聴き、麻生国務大臣、政府参考人及び会計

検査院当局に対し質疑を行い、討論の後、可

決した。

〔質疑者〕

藤末健三君（自民）、古賀之士君（立憲）、

秋野公造君（公明）、音喜多駿君（維新）、

上田清司君（民主）、大門実紀史君（共産）、

渡辺喜美君（みん）

（閣法第３号）

賛成会派 自民、公明、維新、民主、みん

反対会派 立憲、共産

欠席会派 無（河井あんり君）

○令和３年３月９日(火)（第２回）

財政政策等の基本施策及び金融行政に関する

件について麻生国務大臣から所信を聴いた。

○令和３年３月16日(火)（第３回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

財政政策等の基本施策及び金融行政に関する

件について麻生国務大臣、中西財務副大臣、

丹羽文部科学副大臣、政府参考人及び参考人

日本銀行総裁黒田東彦君に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

宮島喜文君（自民）、牧山ひろえ君（立憲）、

勝部賢志君（立憲）、秋野公造君（公明）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、渡辺喜美君（みん）

所得税法等の一部を改正する法律案（閣法第

７号）（衆議院送付）

財政運営に必要な財源の確保を図るための公

債の発行の特例に関する法律の一部を改正す

る法律案（閣法第４号）（衆議院送付）

以上両案について麻生財務大臣から趣旨説明

を聴いた。

○令和３年３月22日(月)（第４回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

令和三年度一般会計予算（衆議院送付）

令和三年度特別会計予算（衆議院送付）

令和三年度政府関係機関予算（衆議院送付）



（内閣府所管（金融庁）、財務省所管、株式

会社日本政策金融公庫及び株式会社国際協力

銀行）について麻生国務大臣から説明を聴い

た後、同大臣、中西財務副大臣、政府参考人、

参考人日本銀行総裁黒田東彦君及び同銀行決

済機構局長神山一成君に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

藤末健三君（自民）、古賀之士君（立憲）、

秋野公造君（公明）、音喜多駿君（維新）、

上田清司君（民主）、大門実紀史君（共産）、

渡辺喜美君（みん）

本委員会における委嘱審査は終了した。

参考人の出席を求めることを決定した。

所得税法等の一部を改正する法律案（閣法第

７号）（衆議院送付）

財政運営に必要な財源の確保を図るための公

債の発行の特例に関する法律の一部を改正す

る法律案（閣法第４号）（衆議院送付）

以上両案について麻生国務大臣、中西財務副

大臣、政府参考人、参議院事務局当局及び参

考人日本銀行総裁黒田東彦君に対し質疑を

行った。

〔質疑者〕

西田昌司君（自民）、勝部賢志君（立憲）、

牧山ひろえ君（立憲）、秋野公造君（公明）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、浜田聡君（みん）

○令和３年３月23日(火)（第５回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

所得税法等の一部を改正する法律案（閣法第

７号）（衆議院送付）

財政運営に必要な財源の確保を図るための公

債の発行の特例に関する法律の一部を改正す

る法律案（閣法第４号）（衆議院送付）

以上両案について麻生国務大臣、中西財務副

大臣、宮崎環境大臣政務官、こやり厚生労働

大臣政務官、和田内閣府大臣政務官及び政府

参考人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

櫻井充君（自民）、藤末健三君（自民）、牧

山ひろえ君（立憲）、古賀之士君（立憲）、

勝部賢志君（立憲）、秋野公造君（公明）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、浜田聡君（みん）

○令和３年３月25日(木)（第６回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

所得税法等の一部を改正する法律案（閣法第

７号）（衆議院送付）

財政運営に必要な財源の確保を図るための公

債の発行の特例に関する法律の一部を改正す

る法律案（閣法第４号）（衆議院送付）

以上両案について麻生国務大臣及び政府参考

人に対し質疑を行った。

〔質疑者〕

勝部賢志君（立憲）、牧山ひろえ君（立憲）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、浜田聡君（みん）

○令和３年３月26日(金)（第７回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

所得税法等の一部を改正する法律案（閣法第

７号）（衆議院送付）

財政運営に必要な財源の確保を図るための公

債の発行の特例に関する法律の一部を改正す

る法律案（閣法第４号）（衆議院送付）

以上両案について菅内閣総理大臣及び麻生財

務大臣に対し質疑を行い、討論の後、いずれ

も可決した。

〔質疑者〕

古賀之士君（立憲）、音喜多駿君（維新）、

上田清司君（民主）、大門実紀史君（共産）、

渡辺喜美君（みん）

（閣法第７号）

賛成会派 自民、公明、維新、みん

反対会派 立憲、民主、共産

（閣法第４号）

賛成会派 自民、公明、みん

反対会派 立憲、維新、民主、共産

なお、両案についてそれぞれ附帯決議を行っ

た。

関税定率法等の一部を改正する法律案（閣法

第11号）（衆議院送付）について麻生財務大

臣から趣旨説明を聴いた。

○令和３年３月30日(火)（第８回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。



関税定率法等の一部を改正する法律案（閣法

第11号）（衆議院送付）について麻生国務大

臣、中西財務副大臣、長坂経済産業副大臣及

び政府参考人に対し質疑を行った後、可決し

た。

〔質疑者〕

牧山ひろえ君（立憲）、音喜多駿君（維新）、

上田清司君（民主）、大門実紀史君（共産）、

浜田聡君（みん）

（閣法第11号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

共産、みん

反対会派 なし

なお、附帯決議を行った。

○令和３年４月13日(火)（第９回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

金融機能の再生のための緊急措置に関する法

律第５条の規定に基づく破綻金融機関の処理

のために講じた措置の内容等に関する報告に

関する件について麻生内閣府特命担当大臣か

ら説明を聴いた後、防災・減災対策における

保全の在り方に関する件、地域金融機関によ

る事業継続支援に関する件、預金保険機構の

財務状況等に関する件、金融緩和政策の現状

に関する件、子ども・子育て支援施策の財源

に関する件、税務調査手続のデジタル化に関

する件、中央銀行デジタル通貨に関する件等

について麻生国務大臣、赤澤内閣府副大臣、

長坂経済産業副大臣、政府参考人及び参考人

日本銀行総裁黒田東彦君に対し質疑を行っ

た。

〔質疑者〕

秋野公造君（公明）、牧山ひろえ君（立憲）、

古賀之士君（立憲）、西田昌司君（自民）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、渡辺喜美君（みん）

○令和３年５月13日(木)（第10回）

理事の補欠選任を行った。

政府参考人の出席を求めることを決定した。

参考人の出席を求めることを決定した。

日本銀行法第54条第１項の規定に基づく通貨

及び金融の調節に関する報告書に関する件に

ついて参考人日本銀行総裁黒田東彦君から説

明を聴いた後、中西財務副大臣、政府参考人、

参考人日本銀行総裁黒田東彦君、同銀行理事

山田泰弘君及び同銀行理事内田眞一君に対し

質疑を行った。

〔質疑者〕

櫻井充君（自民）、牧山ひろえ君（立憲）、

勝部賢志君（立憲）、秋野公造君（公明）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、渡辺喜美君（みん）

新型コロナウイルス感染症等の影響による社

会経済情勢の変化に対応して金融の機能の強

化及び安定の確保を図るための銀行法等の一

部を改正する法律案（閣法第52号）（衆議院

送付）について麻生内閣府特命担当大臣から

趣旨説明を聴いた。

○令和３年５月18日(火)（第11回）

政府参考人の出席を求めることを決定した。

新型コロナウイルス感染症等の影響による社

会経済情勢の変化に対応して金融の機能の強

化及び安定の確保を図るための銀行法等の一

部を改正する法律案（閣法第52号）（衆議院

送付）について麻生国務大臣、赤澤内閣府副

大臣、政府参考人及び会計検査院当局に対し

質疑を行い、討論の後、可決した。

〔質疑者〕

宮島喜文君（自民）、勝部賢志君（立憲）、

古賀之士君（立憲）、秋野公造君（公明）、

音喜多駿君（維新）、上田清司君（民主）、

大門実紀史君（共産）、浜田聡君（みん）

（閣法第52号）

賛成会派 自民、立憲、公明、維新、民主、

みん

反対会派 共産

なお、附帯決議を行った。

○令和３年６月16日(水)（第12回）

理事の補欠選任を行った。

請願第52号外183件を審査した。

財政及び金融等に関する調査の継続調査要求

書を提出することを決定した。

閉会中における委員派遣については委員長に



一任することに決定した。


